
杉生線の見直し検討について

1
猪名川町マスコットキャラクター

「いなぼう」

資料 １

令和４年（２０２２年）１０月２８日

猪名川町



2

○ 令和4年（2022年）5月31日付で、阪急バス株式会社
より「猪名川町域内の路線バス運行について」とし
て、協議を願いたいとする協議申出を受けました。

○ 内容は以下のとおりです。

１. 阪急バス株式会社からの杉生線に対する協議申出

【路線の存廃についての対象路線】
・杉生線

【バス事業者が想定する施策】
① 杉生線の運行損失金に対する補填

（赤字分を補助）
② ふれあいバスを杉生線の代替手段と捉えた

輸送モードの変更
③ ①と②のハイブリッド
④ 路線の廃止
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２. 杉生線の見直し検討について

運行について

運行主体

運行形態

経費負担

・阪急バス
・猪名川町
・公設民営

・路線バス
・路線バスとコミュニティバス「ふれあいバス」
・コミュニティバス「ふれあいバス」
・チョイソコいながわ

・阪急バス単独による負担
・赤字を行政が補填

運行ルート

運行便

運行車両

料金体系

今回の協議申入れを踏まえ、阪急バス単独による運行継続はない

猪名川町単費

国補助の活用
・ 地域内フィーダー系統補助※1

・ 地域旅客運送サービス継続事業※2

・ 事業者への事業改善インセンティブ措置を含む複数年化した補助制度※3

・ 現行通り（杉生～日生中央）
・ 利用が少ない昼間時間帯のみ区間を短縮（六瀬総合センター～日生中央、道の駅いながわ～日生中央など）
・ 昼間時間帯にイオンモール猪名川へ乗入れ（車両小型化必須）

・ 現行と同水準を維持
・ 通勤、通学及び帰宅時間帯は路線バス、利用が少ない昼間時間帯はコミュニティバス「ふれあいバス」等に移行
・ 需要規模に応じた運行便数への見直し（減便）

・ 現行通り（バス車両による運行を継続）
・ 時間帯別利用状況を踏まえ、車両規模を見直し

⇒通勤、通学及び帰宅時間帯はバス車両、利用が少ない昼間時間帯は車両小型化（ワゴン車など）

・ 現行通り
・ 上限運賃制度の導入
・ 乗継割引制度の導入（路線バス⇔コミュニティバス「ふれあいバス」、チョイソコいながわ）
※支払形態の検討（モバイルチケット（デジタルパス）の活用等）

運営について

※1：本資料P4参照、※2：本資料P5～P8参照、※3：本資料P9～P12参照
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出典：国土交通省資料

【参考】地域内フィーダー系統補助
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出典：国土交通省資料

【参考】地域旅客運送サービス継続事業
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出典：国土交通省資料

【参考】地域旅客運送サービス継続事業



7
出典：国土交通省資料

【参考】地域旅客運送サービス継続事業
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出典：国土交通省資料

【参考】地域旅客運送サービス継続事業
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【参考】事業者への事業改善インセンティブ措置を含む複数年化した補助制度

出典：アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」に関する提言概要（令和4年（2022年）8月26日 アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会）
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■アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」に関する提言本文（抜粋）

出典：アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」に関する提言本文（令和4年（2022年）8月26日 アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会）

【参考】事業者への事業改善インセンティブ措置を含む複数年化した補助制度
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出典：アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」に関する提言本文（令和4年（2022年）8月26日 アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会）

【参考】事業者への事業改善インセンティブ措置を含む複数年化した補助制度

■アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」に関する提言本文（抜粋）
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出典：アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」に関する提言本文（令和4年（2022年）8月26日 アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会）

【参考】事業者への事業改善インセンティブ措置を含む複数年化した補助制度

■アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」に関する提言本文（抜粋）
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